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謝恩会・卒業祝・入学祝・就職祝に次
号
は
３
月
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日（
金
）発
行
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Twitter

◆日々の情報は

元気に楽しくハマジル！ 参列者による鏡開き

元気な呼びかけに足を止める

式辞を述べる多島会長

肉料理にナイフとフォークで悪戦苦闘

やっと会話ができプレゼントカードを渡す

東京タワーから眺望を楽しむ

校庭でスタートセレモニー

増上寺で各クラス記念撮影

Information
ーインフォメーションー

◆足立ジュニア吹奏楽団「第34回定期
演奏会」　区内の小学４～６年生を中心
に構成されている足立ジュニア吹奏楽
団。演奏会では、同楽団ブラスキッズ（小
学２～３年生）、同楽団応援チームも出
演し、「アフリカン・シンフォニー」「ア
イドル」のほか、委嘱作品「プリムロー
ズ　妖精のいたずら」などの楽曲を披露
する。指揮＝根岸伊智郎。▽３月24日㈰
14時開演（30分前開場）、西新井文化ホ
ール（栗原１-３-１）。定員900人、入場
無料、当日直接会場へ。曲目は変更の場
合あり、変更・中止はＨＰ（「あだち　
公社」で検索）へ掲載。問合☎５８１３
-３７３１（平日９～17時、文化活動支
援課）

◆「第28回こころの健康フェスティバ
ル」　こころの健康の保持増進と精神障
がい者の社会参加の促進を目的としたイ
ベント。今年は「heart to heart～つな
げよう！みんなの笑顔と思いやり～」を
テーマに、５年ぶりに対面形式で開催さ
れる。本人でも家族でも相談できる相談
会や、手作りクッキーやチョコレート、
コーヒーのほか、自主製品（ビーズアク
セサリー、ひな飾りなど）の販売も。講
演会として、東京女子医科大学病院副病
院長で同医学部精神医学教授の西村勝治
氏による「からだの病気とこころの健
康」が動画配信される。▽３月２日㈯10
時30分～15時、足立区役所（中央本町１
-17-１）。入場無料、どなたでも。販売
11時～、バザー12時～開始。講演会の放
映は①10時50分②13時30分の２回。問合
☎３８８０-００３９（８～20時、お問
い合わせコールあだち）
◆伊興遺跡公園「つくろう！古代の道

具たち！」　伊興遺跡で発見された古代
の道具を真似して作ってみよう！火起こ
し体験もあり。オリジナル缶バッジのプ
レゼントも。▽３月９日㈯・10日㈰午前
の部＝10時～12時、午後の部＝13時～15
時、伊興遺跡公園（東伊興４-９-１）。
①「ろう石でミニチュア剣づくり」各日

先着150人②「古代の鏡づくり」各日先
着200人。①②いずれも、小学生以下の
子ども対象（未就学児は保護者同伴）、
参加費無料、当日直接会場へ。問合☎３
８８０-５９８４（地域文化課文化財
係）、３８９８-９１１１（伊興遺跡公園）
◆第５回とねりマルシェ　舎人センタ
ーの屋外広場を中心に開催。パーソナル
カラー診断や手作り雑貨の販売、様々な
ワークショップのほか、焼き菓子やパン、
おにぎりの販売あり。ぬいぐるみと一緒
に写真が撮れる「ぬい撮りスポット」も
！▽３月17日㈰10時～15時30分、舎人地
域学習センター（舎人１-３-26）。雨天
時は屋内で開催。問合☎３８５７-００
０８（舎人地域学習センター）

◆ギャラクシティ「星よりも、遠くへ」
　仙台市天文台の東日本大震災記録番
組。防災について、考えてみよう。▽３
月１日㈮＝19時30分～20時15分、３月９
日㈯・10日㈰＝12時50分～13時35分、ギ
ャラクシティまるちたいけんドーム（栗
原１-３-１）。観覧無料、どなたでも。
当日９時～１階総合受付にて整理券を配
布。問合☎５２４２-８１６１（９～21
時30分、ギャラクシティ総合窓口）
◆あだち区民大学塾「日本経済入門

2024～中国・人口・賃金～」　最近の日
本経済を巡る状況には、中国経済の減速
の影響や国内の人口減少、長く伸び悩ん
できた賃金に上昇の兆しが見られること
などがあげられる。講座では講師の元農
林水産省課長職・足立区在住の柴田寛氏
が、内外の最新データや図表を使って分
かりやすく解説する。全３回、申込みが
必要。▽①４月６日㈯「中国経済の変貌
と課題を考える」②４月13日㈯「我が国
の人口動向の見通しと課題を考える」③
４月20日㈯「日本の賃金の特殊性と課題
を考える」　いずれも14時～16時、生涯
学習センター５階研修室１（千住５-13-
５）。定員50人（抽選）、受講料2000円（全
３回分、初回に会場で支払い）。申込みは、
往復はがきに住所、氏名（フリガナ）、
電話番号、「日本経済入門2024」と明記
して（連名可）、〒120-0034足立区千住
５-13-５生涯学習センター内あだち区民
大学塾事務局へ。３月25日㈪必着。問合
☎／ＦＡＸ ５８１３-３７５９（電話受
付＝平日13～16時、あだち区民大学塾事
務局）

　咳や発熱、体調の悪い方は入場・参加
をご遠慮ください。混雑状況による入場
制限や、天候や予期せぬ事態により変更
・中止となることがあります。

　■
ス
タ
ー
ト
セ
レ
モ
ニ
ー

　
午
前
８
時
。
校
庭
に
６
年

生
が
集
ま
り
、
実
行
委
員
の

あ
い
さ
つ
や
注
意
事
項
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
同
行
し
て
く

れ
る
11
人
の
保
護
者
の
紹
介

が
あ
っ
た
。
児
童
た
ち
は
緊

張
の
中
に
も
、
体
験
会
の
ワ

ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
で
笑
顔
が

見
ら
れ
た
。
終
了
後
、
バ
ス

３
台
に
乗
り
込
み
出
発
。

■
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ

　
次
に
向
か
っ
た
の
は
、
日

の
出
桟
橋
。
ク
ラ
ス
ご
と
に

写
真
を
撮
っ
た
あ
と
「
東
京

ベ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ズ

　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
に
乗
船

し
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
体

験
し
た
。
出
さ
れ
て
く
る
料

理
に
つ
い
て
、
食
べ
方
な
ど

の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
丁
寧

に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
サ
ラ

ダ
か
ら
始
ま
り
、
ス
ー
プ
、

パ
ン
、
牛
肉
の
ス
テ
ー
キ
、

コ
ー
ヒ
ー
、
デ
ザ
ー
ト
の
ケ

ー
キ
と
次
か
ら
次
に
出
て
く

る
。
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
を

使
い
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も

ど
う
に
か
食
べ
終
え
た
が
、

果
た
し
て
お
な
か
一
杯
に
な

っ
た
か
ど
う
だ
か
。
こ
の
あ

と
、
保
護
者
や
乗
務
員
の
人

た
ち
に
ダ
ン
ス
や
歌
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
自
由
時
間
で
は
、

東
京
湾
を
走
る
船
の
デ
ッ
キ

か
ら
、
見
た
こ
と
の
な
い
景

色
を
楽
し
ん
だ
。

■
浅
草
寺

　
午
前
９
時
、浅
草
に
到
着
。

子
ど
も
た
ち
は
班
に
分
か

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
護

者
と
浅
草
寺
へ
。
外
国
人
と

　
新
年
早
々
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
を
受
け
て
、
自
分
た
ち
で
何
か
出
来
な
い
か

と
東
綾
瀬
中
学
校
（
渡
邊
英

く
の
人
が
協
力
し
て
く
れ
て

嬉
し
い
」
と
話
し
た
。
３
日

間
の
駅
前
の
募
金
活
動
は
16

万
円
を
超
え
、
朝
登
校
の
分

と
合
わ
せ
て
合
計
18
万
５
７

１
３
円
と
な
っ
た
。
生
徒
た

ち
の
思
い
が
こ
も
っ
た
こ
の

募
金
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

を
通
じ
て
被
災
地
へ
届
け
ら

れ
る
。

　
足
立
区
青
少
年
委
員
会

（
多
島
三
好
会
長
）
は
２
月

18
日
、
委
員
制
度
発
足
70
周

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
浅

草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
、

２
１
５
人
が
参
列
し
た
。

　
式
典
で
多
島
会
長
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
委
員
会

活
動
が
ほ
と
ん
ど
で
き
ず
、

ま
た
学
校
や
地
域
と
の
活
動

も
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
中
で
、
去
年
記
念
式
典
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
今
日
を
迎
え
ら
れ
た
の

は
、
私
の
力
で
は
な
く
、
参

列
し
て
い
る
１
０
２
人
の
委

員
の
力
と
、地
域
の
人
た
ち
、

Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
お
か
げ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
青
少
年

委
員
と
し
て
お
役
に
立
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
た
。
こ
の
後
の
祝

賀
会
も
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
進
め
ら
れ
た
。

晴
校
長
）
の
生
徒
会
本
部
役

員
ら
が
、
綾
瀬
駅
前
で
募
金

活
動
を
行
っ
た
。

　
最
初
は
朝
登
校
の
時
間
な

ど
校
内
で
の
実
施
だ
っ
た

が
、
駅
前
で
や
れ
た
ら
い
い

の
に
と
声
が
上
が
っ
た
。
生

徒
た
ち
の
思
い
に
学
校
や
綾

瀬
駅
も
協
力
し
、
２
月
13
日

・
15
日
・
16
日
の
３
日
間
、

放
課
後
の
わ
ず
か
な
時
間
に

１
・
２
年
生
約
20
人
ほ
ど
が

綾
瀬
駅
東
口
に
並
ん
だ
。
最

終
日
の
16
日
に
は
飛
び
入
り

で
陸
上
部
員
や
３
年
生
も
参

加
。
27
人
で
道
行
く
人
た
ち

に
元
気
よ
く
募
金
を
呼
び
掛

け
た
。

　
生
徒
会
長
の
大
久
保
妃
尚

乃
さ
ん
（
２
年
）
は
「
地
震

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
何
か

一
つ
で
も
出
来
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
て
い
た
。
（
募

金
に
は
）
思
っ
た
以
上
に
多

■
増
上
寺
・
東
京
タ
ワ
ー

　
午
後
２
時
20
分
、
増
上
寺

へ
到
着
。
僧
侶
か
ら
、
中
学

生
に
な
っ
た
ら
周
り
の
人
を

尊
重
し
て
い
こ
う
と
、
中
学

生
に
な
る
心
構
え
を
聞
く
。

　
こ
こ
か
ら
歩
い
て
東
京
タ

ワ
ー
へ
。
最
上
階
か
ら
眺
め

る
東
京
の
景
色
を
心
に
刻

む
。
午
後
４
時
55
分
、
東
京

タ
ワ
ー
を
出
発
。

　
一
路
中
川
北
小
学
校
に
向

か
い
、
午
後
６
時
前
に
無
事

帰
校
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
実
行
委

員
の
入
江
仁
菜
さ
ん
が
「
今

日
一
日
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
知
り
学
ん
だ
。
卒
業
ま

で
、
自
覚
を
も
っ
て
気
を
引

き
締
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
日
一
日
、
先
生
や
保
護
者

な
ど
の
お
か
げ
で
安
全
に
過

ご
せ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　
今
回
は
、
東
京
都
教
育
委

員
会
の
笑
顔
と
体
験
活
動
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
江
戸
令
和

和
＠
東
京
」
と
し
て
行
わ
れ

た
。

　
２
０
０
４
年
、
北
千
住
駅

に
オ
ー
プ
ン
し
た
複
合
商
業

　
ハ
マ
ジ
ル
・
ト
ラ
ン
プ
会

（
市
川
安
宏
会
長
）
が
２
月

25
日
、
竹
の
塚
の
「
ミ
ッ
ド

ナ
イ
ト
」
で
年
に
一
回
の
新

春
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
、
会

員
53
人
が
参
加
し
た
。

　
午
後
１
時
、
市
川
会
長
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
金
子
万
利
子

さ
ん
の
乾
杯
で
パ
ー
テ
ィ
ー

は
始
ま
っ
た
。
会
場
に
曲
が

流
れ
る
と
、
相
手
を
見
つ
け

て
さ
っ
そ
く
踊
り
始
め
る
。

「
楽
し
み
な
が
ら
踊
る
こ
と

が
一
番
。健
康
に
も
良
い
し
」
と
笑
顔
で
話
す
市
川
会
長
。

参
加
者
は
高
齢
者
が
多
い

イ
、
足
立
市
街
地
開

発
㈱
、
北
千
住
都
市

開
発
㈱
、
足
立
区
が

一
体
と
な
っ
て
実
施

し
て
い
く
と
い
う
。

　
初
日
の
２
月
23
日

に
は
２
階
の
店
頭
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
記
念

式
典
が
開
か
れ
た
。

参
列
者
に
よ
る
鏡
開

き
が
行
わ
れ
、
小
雨

の
降
る
あ
い
に
く
の

天
気
な
が
ら
、
ふ
る

ま
い
酒
を
楽
し
む
人

の
姿
も
見
ら
れ
た
。

が
、
皆
楽
し
そ
う
に

軽
や
か
な
ス
テ
ッ
プ

を
踏
み
続
け
て
い

る
。

　
こ
の
会
は
、
約
20

年
前
に
Ｌ
・
ソ
フ
ィ

ア
で
横
浜
ジ
ル
バ
の

サ
ー
ク
ル
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
現
在

は
月
２
回
練
習
を
し

て
い
る
。
問
合
せ
は

☎
０
９
０
―
２
６
３

２
―
８
３
８
１
市
川

会
長
ま
で
。

施
設
『
千
住
ミ
ル
デ
ィ
ス
』

が
、今
年
20
周
年
を
迎
え
る
。

20
周
年
を
記
念
し
て
「
千

住
ミ
ル
デ
ィ
ス
　
お
か
げ
さ

ま
で
20
周
年
　
た
く
さ
ん
の

あ
り
が
と
う
を
感
謝
に
か
え

て
」と
題
し
た
特
別
企
画
が
、

２
月
23
日
〜
５
月
上
旬
ま
で

開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ミ
ル

デ
ィ
ス
に
入
る
北
千
住
マ
ル

　
中
川
北
小
学
校
（
加
瀬
幸
司
校
長
）
の
６
年
生

が
２
月
20
日
、笑
顔
と
学
び
の
体
験
活
動
を
実
施
。

東
京
を
知
り
、
生
の
英
語
体
験
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ

ー
等
を
通
じ
中
学
生
に
な
る
自
覚
を
学
ん
だ
。

の
英
会
話
に
挑
戦
。
事
前
に

用
意
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
カ
ー

ド
に
書
い
た
〈
漢
字
〉
の
英

訳
が
分
か
ら
ず
「
カ
ン
ジ
っ

て
何
で
す
か
？
」と
聞
か
れ
、

あ
わ
て
て
保
護
者
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
調
べ
て
見
せ
る

場
面
も
。
そ
れ
で
も
生
の
英

語
に
触
れ
る
貴
重
な
体
験
を

し
た
。

駅
前
で
中
学
生
が
募
金
活
動

何
か
で
き
る
こ
と
を

20周年特別企画も順次開催

ありがとうを感謝で

中
北
小 ６年生が体験活動
中学生になる自覚を

215
人
が
参
列
し
祝
う

青
少
年
委
員
制
度
70
周
年

元気にステップ!
ハマジル・トランプ会

新春パーティー

80

多
田
文
夫

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
や
は
り
人
気
キ
ャ
ラ
と
し
て
山
車
に
ま
つ

ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
江
戸
型
山
車
の

人
形
は
、
制
作
当
時
の
人
気
者
た
ち
で
す
。

江
戸
の
山
車
人
形
で
は
三
国
志
の
英
雄
、
関

羽
と
か
、
鍾
馗
様
、
日
本
武
尊
、
え
び
す
様

な
ど
の
神
様
た
ち
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど

の
人
形
も
力
強
く
邪
気
を
払
っ
て
く
れ
そ
う

な
題
材
で
す
。

　
刷
り
物
（
浮
世
絵
や
和
綴
じ
本
）
で
知
ら

れ
た
人
気
者
た
ち
が
立
体
で
登
場
す
る
の
で

す
か
ら
、
山
車
人
形
の
制
作
に
は
力
が
入
り

ま
し
た
。

　
美
意
識
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
か
、
足

立
の
先
人
た
ち
の
誇
ら
し
げ
な
姿
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
。
た
し
か
に
ス
ゴ
イ
で
す
。

　
源
義
経
と
恋
仲
だ
っ
た
静
御
前
が
文
治
二

（
一
一
八
六
）
年
三
月
一
日
、
鎌
倉
に
入
っ

た
と
い
う
日
で
す
。
い
ま
の
暦
だ
と
三
月
二

三
日
頃
に
な
り
ま
す
か
ら
、
も
う
少
し
春
め

い
た
時
期
で
し
ょ
う
。
義
経
が
兄
の
頼
朝
と

対
立
し
都
落
ち
し
て
静
御
前
は
母
の
磯
禅
師

と
と
も
に
鎌
倉
へ
連
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

四
月
八
日
（
い
ま
の
四
月
二
八
日
頃
）
に
頼

朝
の
前
に
連
れ
て
こ
ら
れ
、
舞
を
舞
う
よ
う

命
じ
ら
れ
、

　
し
づ
や
し
づ
し
づ
の
を
だ
ま
き

　
　
く
り
返
し
昔
を
今
に
な
す
よ
し
も
が

なと
い
う
義
経
を
追
慕
し
て
歌
い
な
が
ら
舞
っ

た
と
い
い
ま
す
。

■
時
代
を
超
え
る
人
気
　
白
拍
子
（
し
ら
び

ょ
う
し
）
と
い
う
帯
剣
し
た
男
装
の
女
性
の

大
人
気

　静

　御

　前
舞
姫
を
し
て
い
た
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
で
京
の
都
で
大
人

気
だ
っ
た
と
か
。
こ
の
人

気
は
そ
の
後
長
く
語
り
継

が
れ
、
偶
像
化
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

　
生
没
年
は
未
詳
で
す
が
、
亡
く
な
っ
た
と
さ

れ
る
地
は
北
海
道
、
北
陸
、
関
東
は
も
と
よ
り

中
国
地
方
や
九
州
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
伝
説
も
数
多
い
の
も
人
気
の
ほ
ど
が
判
り
ま

す
。
は
て
？
な
ぜ
大
人
気
だ
っ
た
の
か
と
思
う

と
、「
一
途
に
義
経
へ
の
思
い
を
貫
い
た
か
ら
」

と
か
「
自
分
の
意
思
を
貫
く
強
い
女
性
だ
っ
た

か
ら
」
と
か
、
こ
れ
ま
た
諸
説
あ
り
、
判
っ
た

の
は
結
局
「
み
ん
な
好
き
な
ん
だ
」
と
い
う
結

論
で
し
た
。

■
千
住
四
丁
目
の
山
車
人
形
　
勤
務
先
の
博
物

館
で
長
く
常
設
展
示
室
に
鎮
座
し
て
い
た
の
が

千
住
四
丁
目
の
氷
川
神
社
が
伝
来
し
た
江
戸
型

山
車
で
す
。
上
部
に
静
御
前
の
人
形
が
人
々
を

見
下
ろ
す
よ
う
に
設
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
電
線
が
邪
魔
を
し
て
街
中
を
巡
幸
さ
れ
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
な
が
く
ご
披
露
さ
れ
て
い
た
郷
土
博
物
館
で
期
間
展
示
し
た
時
の
千
住
四

丁
目
氷
川
神
社
の
静
御
前

　
１
９
８
８
年
、
佐
賀
県
大
和
中
学
校
の
雅
博
さ
ん
の

作
品
。
く
し
ゃ
く
し
ゃ
か
な
。
〇
〇
〇
に
作
者
は
ど
ん

な
言
葉
を
使
っ
た
で
し
ょ
う
。
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
①
え
が
お
　
②
な
み
だ

　
正
解
は
、
３
月
15
日
号
の
本
紙
に
掲
載
し
ま
す
。
お

楽
し
み
に
。

卒
業
を
よ
ろ
こ
ぶ
母
の
〇
〇
〇
か
な

炎
天
寺
は
い
く
想
像
力
ク
イ
ズ
㉔

　
内
閣
府
に
よ
る
と
、
日
本

の
65
歳
以
上
の
人
口
は
３
６

１
９
万
人
、
総
人
口
に
占
め

る
割
合（
高
齢
化
率
）は
28
・

８
％
と
世
界
最
高
で
、
３
年

後
に
は
、
65
歳
以
上
の
５
人

に
１
人
が
認
知
症
患
者
に
な

る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

相
続
対
策
を
し
な
い
ま
ま
判

断
能
力
が
衰
え
た
場
合
、
実

子
で
も
親
名
義
の
不
動
産
の

名
義
変
更
を
伴
う
売
却
や
運

用
は
困
難
で
、
資
産
が
凍
結

状
態
に
な
る
ケ
ー
ス
も
。
家

族
信
託
を
利
用
す
れ
ば
成
年

後
見
制
度
で
は
困
難
な
〈
認

知
症
の
人
の
財
産
を
柔
軟
に

活
用
す
る
〉こ
と
が
可
能
に
。

ま
た
、
相
続
登
記
申
請
の
義

務
化
な
ど
を
含
む
所
有
者
不

明
土
地
の
発
生
の
予
防
と
、

利
用
の
円
滑
化
に
関
す
る
民

法
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
「
ラ
イ
ダ
ー
ス
・

パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
」
で
は
、
３

月
９
日
㈯
に
、
「
家
族
信

託
＆
相
続
登
記
セ
ミ
ナ
ー
」

を
同
社
が
運
営
す
る
「
環
七

・
加
平
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」（
加
平
１
―
４
―
８
）

で
開
催
し
ま
す
。
時
間
は
午

前
の
部
午
前
10
時
〜
午
後
０

時
、
午
後
の
部
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
（
希
望
の
部

を
伝
え
て
申
し
込
み
を
）
。

完
全
予
約
制
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
司
法
書

士
・
市
山
智
さ
ん
が
、
遺
言

よ
り
幅
広
く
活
用
で
き
、
家

族
の
願
い
を
叶
え
る
手
法
と

し
て
利
用
増
が
見
込
ま
れ
て

い
る
家
族
信
託
や
、
相
続
登

記
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
家
族
や
夫
婦
で

気
軽
に
参
加
を
。
申
込
み
は

０
１
２
０
・
６
６
１
・
３

３
９
（
わ
か
ば
企
画
セ
ミ
ナ

ー
事
務
局
・
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
・
無
休
）
ま
で
。

３月９日㈯開催 参加無料・要予約

司法書士に学ぶ
「家族信託＆相続登記セミナー」


